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　東京とロンドンを接続する通信回線
の需要の高まりが、北極海を横断する
最初の光ファイバ海底ケーブルの構築を
牽引している。この大容量ケーブルは2
つのルートが計画され、1つはカナダの
北西航路とアラスカ領海を通過し、も
う1つは北極の反対側になるロシア領海
を通過する。これらの海底ケーブルは世
界で最長のルートになり、北極沿岸の
地域と各国の高速接続を可能にする。

北極海の氷床の縮小
　北極海への海底ケーブル敷設は、過
酷な環境と広大な海氷のために、まっ
たく考えられないことだったが、現在
は氷床が縮小して海面が十分に開き、
8月中旬から10月中旬までの期間はケ
ーブル敷設が可能になった。しかし、
この作業には氷海用の改造されたケー
ブル敷設船が必要となり、砕氷船も同
伴されるだろう。ケーブル敷設は計画
されたケーブル経路を追随しなければ
ならないため、敷設船の運航はふつう
の船よりも難しい。米TEサブコム社の
造船担当役員を務めるクリス・キャロ
ベン氏は、「ふつうの船は氷を避けて一
度だけの航路を選択できるが、砕氷船
は航路を変更できない」と語っている。
　ケーブル敷設には特殊な装置が必要
になるだろうが、キャロベン氏は「わ
れわれはケーブル構造の変更を計画し
ていない」と語っている。標準の光フ
ァイバ海底ケーブルはスピッツベルゲ
ンのような高緯度でも使用され、2003
年以降、そこでは北極海諸島とノルウ
ェイが接続されている。深海底はケー
ブルには特殊な保護をしなくても、氷
や人的活動による損傷がなく、高圧と
低温に耐えることができる。浅い海中

は損傷リスクが高いため、ケーブルは
鉄線外装による保護が必要になる。
　ほとんどのケーブルは深海底に敷設
して氷の移動による損傷を回避する。
グリーンランドから離れる氷山は170­
mの深さにまで達するため、カナダの
アークティックファイバ社の社長を務
めるダグ・カニンガム氏によると、ケー
ブルはグリーランド沿いのデイビス･

ストライトの600から3500mの深さに
敷設し、浅い氷山しかない場所では海
底から3mまでの深さに埋設する。他
の場所は海氷の深さが18m以下であ
るため、アークティックファイバ社はほ
とんどのケーブルを深さ50m以下の浅
い海底に敷設する。ケーブルが上陸す
る場所では、水平方向の穴を40mま
での深さに設け、穴のなかにケーブル
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図1　北極海を横断して東京とロンドンを接続する海底ケーブルが2つのルートで計画
されている。ポーラーネットプロジェクトの計画は北極海のロシア領海を通過する
ROTACSケーブルを敷設する（黄色）。アークティックファイバはカナダの北極海沿岸を
通過する北西航路を選択した（黒色）。第3の海底ケーブルとして計画されているアーク
ティックリンクも同様のルートを選択する。ROTACSとアークティックファイバは本年
中の建設開始を計画している。



Laser Focus World Japan   2012.6 17

を通して冬季の氷結を防止する。1万
5500kmのケーブルの3分の1は年間
の半分以上が流氷に覆われる。
　アークティックファイバ社は3対の
光ファイバを東京‐ロンドン間の高速
サービスに使用する。それぞれのファ
イバは80チャネルまでの40Gbit/s伝
送からサービスを開始するが、将来は
チャネル当たり100Gbit/sへのアップ
グレードを行うこともできる。北極圏
の10地点以上へのローカル通信も別の
1対のファイバを使用して行われる。
北極海の氷は1年のほとんどを通して
ケーブルの修復を不可能にするため、
この通信は引込みケーブルの凍結融解
損傷による通信障害の保護に使われ
る。このシステムは伝送距離が現在の
分散補償技術の限界を超えた1万1000
から1万2000kmに達するため、アー
クティックファイバ社はカナダの大き
な防衛基地のあるヌナヴのケンブリッ
ジ湾に中継器を設置する。

10Tbit/s
　ロシアのポーラーネット社が計画し
たロシアン・トランスアークティック・ケ
ーブルシステム（ROTACS）は、さら
に意欲的な設計を採用し、6対の光フ
ァイバを使用してデータを伝送する。
それぞれのファイバは100チャネルのそ
れぞれが100Gbit/sを伝送できる。こ
れは現在の海底ケーブルの最先端シス
テムであり、アークティックファイバシ
ステムの最大容量に比べると2倍以上
の伝送容量を確保できる。このケーブ
ルはロシアのムルマンスク、アナジルお
よびウラジオストックに上陸し、また、
引き込みポイントがロシアの北極海の
いくつかの場所に配置される。
　北極海を通過する大圏ルートは現在
のロンドンと東京との間に生じる230ms
の遅延時間（伝送の往復時間）の短縮を

可能にする。より短いルートのROTACS
は155msの遅延時間となる。アークテ
ィックファイバ社のシステムは北西ル
ートの場合の遅延時間が168msにな
るが、ブーシア半島を横断すれば、す
べてが海底の場合に比べると1800km
の短縮になる。超高速で取引をする証
券会社は利用可能な最短の遅延時間に
対して特別料金を支払うだろう。短い
遅延時間はウェブサイトと実時間ビデ
オ会議の性能も改善する。
　北極海ケーブルのもう1つの利点は、
一連のケーブル切断がインターネット
に通信故障をもたらした極東と中近東
の地域を迂回し、極東と欧州との間に
代替リンクを提供することにある。重
要な問題には環太平洋地域における地
震の発生があり、トロール漁船と船舶
の錨による損傷も含まれる。通信事業
者は妨害行為の可能性を懸念し、とく
に中東を問題にしている。
　しかし、これらのケーブルは、北極
の地平線上の低い位置にある静止衛星
の制約された回線容量に依存してきた
北極圏の地域社会に大きな変化をもた
らすであろう。そこでは軍事基地、研
究基地、地域産業がいずれも恩恵を受
け、経済成長の加速も予測される。こ
れらの効果が評価され、ポーラーネッ
ト社は昨年10月にロシア政府から認
可を取得した。
　現在のアークティックファイバとRO­
TACSは本年中の建設開始と2014年の
完成を目指している。アークティックフ
ァイバは6億4000万米ドル、RO­TACS
は8億米ドルを予算化した。また、第3
のシステムとなるアークティックリン
ク（Arctic Link）も米アークティックケ
ーブル社によって計画されている。こ
の海底ケーブルは北西航路を通過し、
来年の建設開始が計画されている。
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